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研究要旨 

2016/17, 2017/18 シーズンのインフルエンザウイルス分離株について遺伝子解析を実施した。

A(H1N1)pdm09 ウイルスは全てサブクレード 6B.1 に属した。A(H3N2)ウイルスは全てがクレード

3C.2a に属し、更に 3C.2a1 を含む複数の集団に分岐した。B 型では、Yamagata 系統はクレード 3

が、Victoria 系統はクレード 1A が流行した。A(H3N2)ウイルスだけでなく他の亜型、系統にも多

様な遺伝子集団が出現しているため抗原性の変化を含め、今後のウイルス伝播の動向に注意を払う

必要がある。 

 

Ａ．研究目的 

国内外から流行株を収集し、それらの遺伝子配

列に基づいた進化系統樹解析、抗原性および薬剤

耐性アミノ酸の検出を行う。これらの結果から、

特定のアミノ酸が抗原性や薬剤耐性に与える影響

を解析し次シーズンの流行予測および適切なワク

チン株の選定に役立てる。 
 

Ｂ．研究方法 

2016/17, 2017/18シーズンに国内および海外（ラ

オス、台湾、モンゴル、韓国、ミャンマー）から

収集した分離株について遺伝子配列を決定し、ア

ミノ酸解析、進化系統樹解析を実施した。具体的

には、2016/17 シーズンには A(H1N1)pdm09 を 249

株、A(H3N2) を 540 株、B型を 302株、2017/18シ

ーズン（2018 年 4 月時点）には A(H1N1)pdm09 を

127 株、A(H3N2) を 127株、B型を 162株、解析を

行った。 
  
（倫理面への配慮） 

該当なし 
 

Ｃ．研究結果 

A(H1N1)pdm09 ウイルス：HA 遺伝子系統樹上で、

2016/17, 2017/18 シーズンの分離株は全てクレー

ド 6B.1（アミノ酸置換：S84N, S162N, I216Tに属

した。さらに、S74R, S164T, I295V を持つ集団が

流行の中心となった。NA タンパク質に薬剤耐性マ

ーカーのアミノ酸置換 H275Y を有する株はごく少

数検出されたが、流行は確認されていない。 

A(H3N2)ウイルス： 2016/17, 2017/18 シーズンは

全ての株が 3C.2a（L3I, N144S, K160T, N255D, 

Q311H, F159Y）に属した。3C.2a 内にはサブクレー

ド 3C.2a1(N171K, I406V, G484E)を含め複数の集団

が形成され、2017/18 シーズンには 3C.2a1a 

(3C.2a1 + N121K, G479E, T135K, N122D), 3C.2a1b 

(3C.2a1 + N121K, K92R, H311Q), 3C.2a1b + 135K 

(3C.2a1b + E62G, R142G, T135K), 3C.2a1b + 135N 

(3C.2a1b + T135N), 3C.2a2 (T131K, R142K, R261Q), 

3C.2a3 (N121K, S144K), 3C.2a4 (N31S, D53N, 

R142G, S144R, N171K, I192T, Q197H)と細分化し

た。 

B型ウイルス：Yamagata系統は、分離株は HAタ

ンパク質に S150I, N165Y, N202S, S229D を持つク

レ ー ド 3 （ 代 表 株 ：  B/Wisconsin/1/2010 、

B/Phuket/3073/2013）に全て属した。Victoria 系

統の分離株は全て、HAタンパク質に N75L、N165K, 

S172P アミノ酸置換を持ち、B/Brisbane/60/2008

株を代表とするサブクレード 1Aに属した。海外で

報告されている抗原性変異株群のうち、2アミノ酸
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欠損株（162,163 位）、3アミノ酸欠損株（162-164

位）、および 2アミノ酸置換株（K165N, T221I）は

散発的に検出されているが現在のところ広い流行

は確認されていない。 
 

Ｄ．考察 

2017/18 シーズンは、A 型については当初

A(H1N1)pdm09 ウイルスが流行の主流であったが、

2018 年 に 入 り A(H3N2) ウ イ ル ス の 流 行 が

A(H1N1)pdm09 を上回った。昨シーズンに引き続き

A(H3N2)ウイルスでは、遺伝子変異によるアミノ酸

置換が蓄積され遺伝子的に多様な集団が形成され

ていることが特徴的である。A(H1N1)pdm09 ウイル

スでも同様にウイルス群が遺伝子的に多様化しつ

つある。B型については、例年と異なりシーズンの

早い段階から山形系統が流行し各亜型・系統の中

で最も多く検出されたことが特徴的といえる。山

形系統では遺伝子的に大きな変化は認められなか

ったが、ビクトリア系統では遺伝子的にも明確に

他と異なる抗原性変異群が出現した。流行シーズ

ン以外でも、報告されるウイルスに注意し継続し

た監視が必要である。 

 

Ｅ．結論 

A(H1N1)pdm09 ウイルスはシーズン初めに流行の

主流となったが、今後の遺伝子の変化と抗原性へ

の影響に注視したい。A(H3N2)ウイルスは細分化し

た各サブクレード群のアミノ酸置換と抗原性の関

係解明が課題に残っている。B型はビクトリア系統

に出現した各抗原性変異株群が伝播するのか懸念

される。 
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